
　
　
　
　
　
三
藩
市
唐
人
街
の
社
会
構
造
（
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
－
広
肇
留
の
一
典
型
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
田
　
直
　
作

　
　
　
　
　
　
ハ
　
中
華
総
商
会
と
唐
人
街
経
済
の
発
展

　
そ
の
設
立
‥
・
上
述
し
て
き
た
地
域
別
会
館
、
姓
氏
団
体
、
堂
会
、
中
華
総
会
館
＝
俗
称
「
六
公
司
」
の
ほ
か
に
、
経
済
的
集
成
団

体
と
し
て
の
中
華
総
商
会
が
あ
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
中
華
総
商
会
は
一
九
一
〇
年
三
月
二
六
日
に
「
旧
金
山
華
商
総
会
」
の
名
の
も
と
に
創
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
前
身
は
同
年
よ
り
二
〇
余
年
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
輸
入
商
達
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
総
商
会
結
成
後
は
漸
次
華
商
全
体
に
対
し
て
開
放
さ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
国
に
お
い
て
、
康
有
為
の
変
法
自
強
説
を
背
景
と
し
て
、
清
朝
が
商
会
設
立
を
明
文
化
し
た
の
は
、
光
緒
二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）

　
　
　
三
藩
市
唐
人
指
の
社
会
構
造
叫
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十
一
月
上
諭
と
し
て
の
商
会
簡
明
章
程
の
奏
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
商
会
の
前
駆
的
存
在
と
し
て
は
、
一
九
世
紀
代
後
半
に
は
、
広
州
の
西
井
堂
七
十
二
行
、
沙
市
十
三
祭
、
重
慶
ハ
省

首
事
等
が
あ
り
、
さ
ら
に
総
理
衙
門
も
光
緒
二
十
一
年
（
一
八
九
五
）
末
、
上
奏
し
て
商
会
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
「
商
務
局
」
を
各

省
主
要
都
市
に
設
立
せ
し
む
べ
き
こ
と
と
し
て
い
た
。
上
海
に
も
、
光
緒
二
十
七
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
上
海
駐
在
鉄
路
大
臣
盛
宣
懐

（
江
蘇
武
進
人
）
に
よ
っ
て
、
寧
波
出
身
の
巨
商
の
厳
信
厚
（
通
商
銀
行
総
董
）
を
総
理
と
し
て
各
柳
会
館
公
所
連
合
に
よ
る
そ
の
統
一

的
機
関
と
し
て
の
「
上
海
商
業
会
議
所
」
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
三
藩
市
に
も
商
会
の
前
身
が
一
九
世
末
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と

も
当
然
の
こ
と
と
し
て
首
肯
さ
れ
う
る
。

　
商
会
簡
回
章
程
が
光
緒
二
十
九
年
（
一
九
〇
三
）
に
公
布
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
翌
三
十
年
に
は
北
京
・
上
海
・
天
津
・
漢
口
・
通

州
・
厦
門
・
煙
台
・
安
慶
等
の
各
地
、
光
緒
三
十
一
年
に
は
広
州
に
も
商
会
の
設
立
を
み
た
。

　
海
外
で
も
、
光
緒
三
十
二
年
二
九
〇
六
）
に
は
マ
ニ
ラ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
光
緒
三
十
三
年
に
は
長
崎
、
同
三
十
四
年
に
は
バ
タ

ビ
ヤ
の
各
地
、
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
神
戸
、
同
二
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
大
阪
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
商
会
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。

　
右
の
ご
と
く
、
内
外
の
各
地
に
商
会
の
設
立
を
み
た
が
、
同
じ
く
商
会
名
も
呼
称
し
て
も
そ
の
実
体
に
は
相
違
が
み
ら
れ
た
。
上

海
・
広
州
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
各
地
の
そ
れ
ら
は
、
当
該
都
市
の
中
国
人
商
人
社
会
の
最
高
集
成
団
体
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て

い
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
末
設
立
当
初
に
は
前
述
の
通
り
少
数
輸
入
業
者
の
み
の
関
与
す
る
も
の
で
あ

り
、
別
に
最
高
集
成
団
体
と
し
て
一
九
世
紀
中
頃
す
ぎ
に
「
三
藩
市
中
華
総
会
館
」
の
設
立
を
み
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
商
人
集
団
と
し
て
の
三
邑
（
広
州
府
南
海
県
、
番
禹
県
、
順
徳
県
）
系
と
、
労
働
者
集
団
と
し
て
の
四
邑
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（
広
州
府
の
台
山
県
、
新
会
県
、
肇
慶
府
恩
平
県
、
開
平
県
）
系
、
な
い
し
は
六
邑
系
　
（
四
邑
に
肇
慶
府
鶴
山
県
と
広
州
府
赤
渓
県
を
含

め
た
も
の
）
と
の
間
に
は
、
土
語
的
に
も
相
違
す
る
以
外
に
経
済
的
に
も
相
違
が
み
ら
れ
る
。
清
代
の
外
国
貿
易
独
占
港
の
広
州
省

城
を
と
り
ま
く
、
南
海
、
番
禹
、
順
徳
の
「
三
邑
」
系
は
、
早
く
か
ら
外
国
貿
易
に
も
関
連
し
て
商
人
資
本
と
し
て
の
地
位
の
向
上

を
み
て
い
た
。
他
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
進
出
し
た
労
働
者
集
団
は
「
四
邑
」
の
ほ
か
、
最
近
で
は
四

邑
に
隣
接
す
る
客
家
専
住
の
赤
渓
県
、
肇
慶
府
鶴
山
県
を
も
ふ
く
め
て
「
六
邑
」
（
吉
岡
州
）
と
呼
称
さ
れ
る
珠
江
河
口
西
岸
の
六
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

の
出
身
者
が
そ
の
主
体
を
形
成
し
て
い
た
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
唐
人
街
は
お
け
る
最
大
規
模
の
堂
斗
（
一
八
九
〇
）
は
三
邑
堂
と
萃
勝
堂
（
四
邑
系
）
と
の
間
に
展
開
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
家
側
の
三
邑
偕
と
労
働
者
側
の
四
邑
偕
と
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。
（
本
誌
、
第
二
四
号
所
載
本
稿
㈲
、
第
九

四
頁
）
。

　
三
藩
市
中
華
総
会
館
が
サ
ン
ン
ラ
ン
シ
ス
コ
唐
人
街
全
体
を
統
轄
す
る
団
体
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
旧
金
山
中
華
総
商
会
」
は

前
述
の
ご
と
く
少
数
の
輸
入
業
者
達
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
当
初
か
ら
商
人
的
な
三
邑
系
を
主
体
と
し
お
り
、
そ
の
傾
向
は
今
日
ま

で
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
三
年
度
の
同
総
商
会
の
会
長
一
名
は
三
邑
系
、
副
会
長
の
二
名
の
う
ち
、
一
名
は
三

邑
系
、
他
の
一
名
は
陽
和
（
広
州
府
中
山
県
）
系
で
あ
っ
て
、
四
邑
な
い
し
は
六
邑
系
の
参
加
を
み
て
い
な
い
。
そ
の
荒
事
二
三
名
中

に
も
、
唐
人
街
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
四
邑
の
台
山
系
は
比
較
的
に
少
く
、
大
部
分
が
三
邑
系
、
陽
和
系
、
肇
慶
府
県
で
あ

る
。

　
同
様
の
傾
向
は
広
東
省
人
が
多
数
を
占
め
る
香
港
（
広
東
省
人
二
三
一
万
人
、
福
建
省
人
一
六
万
人
、
客
家
一
三
万
人
、
上
海
系
七
万
人
、

北
京
語
系
三
万
人
、
一
九
六
一
年
度
）
に
お
け
る
「
香
港
中
華
総
商
会
」
の
場
合
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
同
会
の
会
董
二
〇
三
名
（
一
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九
六
二
年
度
）
の
う
ち
、
広
東
省
の
三
邑
系
が
筆
頭
で
二
五
名
、
潮
州
系
一
七
名
、
四
邑
系
一
三
名
の
順
位
で
あ
っ
て
、
三
邑
系
は
副

会
長
四
名
の
う
ち
、
二
名
を
も
占
め
、
三
藩
市
の
場
合
と
同
様
三
邑
系
の
優
越
的
地
位
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
中
華
総
会
館
の
董
事
五
五
名
に
つ
い
て
は
、
人
口
比
的
に
四
邑
（
台
山
・
恩
平
・
開
平
・
新
会
の
四
県
）
系
の
陽
（
台
山
県
）
二
七

名
、
合
和
（
恩
平
県
・
開
平
県
）
系
六
名
、
岡
州
（
新
会
県
）
系
五
名
の
ほ
か
、
肇
慶
府
系
八
名
、
陽
和
（
中
山
県
）
系
五
名
、
三
邑

（
南
海
・
番
禹
・
順
徳
の
三
県
）
系
三
名
、
人
和
（
赤
溪
県
）
系
一
名
で
あ
っ
て
総
商
会
の
そ
れ
と
は
全
然
逆
の
構
成
比
を
示
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
中
華
総
商
会
は
戦
前
本
国
に
お
け
る
「
上
海
市
商
会
」
や
、
今
日
の
「
新
嘉
坡
中
華
総
商

会
」
の
ご
と
く
、
当
該
地
の
中
国
人
社
会
全
体
を
統
轄
す
る
自
治
的
機
関
と
し
て
の
性
格
が
少
な
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
商
人
団

体
の
傾
向
が
つ
よ
い
。
中
華
総
商
会
の
会
址
も
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
街
の
一
小
ビ
ル
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
ク
ト
ン
街
の
中
華
総
会

館
の
そ
れ
に
比
較
す
べ
く
も
な
い
。

　
そ
の
内
部
機
構
＝
「
旧
金
山
中
華
総
商
会
」
の
内
部
機
構
は
、
総
務
科
・
書
記
科
・
遊
芸
科
・
女
皇
科
・
選
美
科
・
加
冕
科
・
財

政
科
・
中
文
宣
伝
科
・
西
文
宣
伝
科
・
巡
遊
科
・
街
会
科
・
金
龍
瑞
獅
科
・
奨
券
科
に
分
か
れ
て
い
る
。
右
の
分
科
名
に
も
明
ら
か

に
さ
れ
る
通
り
、
観
光
地
と
し
て
の
唐
人
街
を
彩
ど
る
催
し
物
が
商
会
の
主
要
事
業
と
す
ら
な
っ
て
い
る
。

　
総
商
会
を
構
成
す
る
組
合
、
な
い
し
は
商
店
の
業
種
と
し
て
は
次
の
通
り
の
六
行
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
鶏
　
鴨
　
行

　
　
　
餐
　
館
　
酒
　
肥
　
行
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ー
）

　
　
　
弁
　
庄
　
什
　
貨
　
行

　
　
　
西
　
商
　
行
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古
　
玩
　
行
（
骨
董
品
店
）

　
　
　
雑
　
行

　
漢
口
三
百
六
十
行
、
広
州
七
十
二
行
、
香
港
五
十
五
行
、
今
日
の
海
外
に
お
け
る
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
三
十
二
行
団
　
（
現
在

名
、
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
華
人
行
団
商
会
）
等
に
比
較
す
れ
ば
問
題
と
な
ら
な
い
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

　
行
の
名
称
＝
こ
こ
で
「
行
」
の
名
称
に
つ
い
て
付
説
し
て
お
こ
う
。
「
行
」
は
広
東
音
で
は
行
＝
}
{
o
n
g
北
方
音
で
は
行
＝
H
a
n
g

で
あ
る
。
そ
の
語
義
は
行
で
あ
っ
て
、
街
路
を
意
味
し
、
同
時
に
街
路
に
な
ら
ぶ
店
と
そ
の
組
合
を
意
味
す
る
。
唐
宋
代
か
ら
は

都
市
に
行
の
発
達
を
み
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
東
方
見
聞
記
の
う
ち
に
も
元
代
中
国
の
各
都
市
に

多
く
の
行
の
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
沿
岸
に
ま
で
来
航
貿
易
し
た
ア
ラ
ビ
ア
商
人
を
通
じ
て

行
は
海
路
を
へ
て
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
商
館
の
F
o
n
d
a
c
o
の
語
源
と
な
っ
た
と
さ
え
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
世
か
ら
近
世
初

期
に
か
け
て
の
北
ド
イ
ッ
の
ハ
ン
ザ
諸
都
市
の
}
{
a
n
a
a

の
名
称
も
北
方
音
の
行
＝
}
{
a
n
g
に
起
源
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
憶
測

さ
え
さ
れ
う
る
。
本
国
諸
都
市
で
は
す
で
に
中
世
か
ら
、
海
外
の
華
僑
社
会
で
は
近
世
に
は
い
っ
て
か
ら
「
行
」
は
各
都
市
に
遍
在

し
て
い
た
。

　
歴
代
の
中
国
政
府
は
都
市
に
お
け
る
商
人
の
不
当
な
中
間
商
業
利
潤
の
収
奪
を
統
制
す
る
た
め
、
官
許
の
仲
立
手
数
料
商
人
制
度

を
設
定
し
、
明
代
に
お
よ
ん
で
牙
行
制
度
の
定
型
が
で
き
あ
が
り
、
戦
前
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。
牙
行
の
淵
由
す
る
と
こ
ろ
は
、

周
礼
の
司
市
、
質
人
の
制
ま
で
遡
り
え
ら
れ
、
前
漢
桑
弘
羊
の
均
輸
官
、
王
奔
の
五
均
官
、
晋
国
の
胆
檜
、
唐
代
の
市
牙
、
宋
代
王

安
石
の
市
易
務
の
牙
人
等
、
官
設
の
仲
立
機
関
と
し
て
何
れ
も
牙
行
の
先
駆
的
存
在
で
あ
っ
た
。
元
代
は
牙
行
制
度
に
つ
い
て
否
定

的
態
度
を
と
っ
た
が
、
な
お
庄
宅
人
口
（
不
動
産
、
人
身
売
買
）
の
官
牙
と
海
上
貿
易
の
舶
牙
と
が
あ
っ
た
。
明
代
に
お
よ
ん
で
、
唐
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律
を
採
用
し
な
が
ら
牙
行
制
度
の
定
型
が
完
成
し
、
清
朝
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
牙
行
の
牙

の
語
義
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
私
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
端
的
に
原
意
に
即
し
て
大
歯
で
あ
っ
て
、
国
用
を
充
た
し
、
民
を
養
う
た

め
、
市
に
集
る
と
こ
ろ
の
天
下
の
貨
を
食
す
る
と
こ
ろ
の
食
貨
（
経
済
の
意
）
の
た
め
の
大
歯
、
す
な
わ
ち
有
無
相
通
の
取
引
の
仲
介

を
掌
る
も
の
を
指
し
た
と
す
る
こ
と
が
、
牙
の
妥
当
な
本
源
的
解
釈
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
牙
行
は
歴
代
の
市
場
統
制
の
産
物
で
あ
り
、
外
部
的
に
は
重
要
商
品
に
関
す
る
商
業
投
機
の
防
止
と
公
平
価
格

の
保
持
を
標
榜
し
つ
つ
、
事
実
上
は
国
家
財
政
収
入
の
主
要
源
泉
の
一
つ
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
牙
行
は
西
欧
ド
イ
ッ
の
"
M
a
k
-

1
e
l
や
、
オ
ラ
ン
ダ
の
”
M
a
k
e
l
a
a
r
”
に
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
清
朝
の
倒
壊
後
は
牙
行
制
度
の
規
定
も
弛
緩
し
て
、
そ
の
後
は
単
な
る
牙
税
徴
収
機
関
に
し
か
す
ぎ
な
い
実
情
に
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
仲
立
手
数
料
取
引
の
埓
外
に
で
て
、
前
貸
的
問
屋
商
人
・
投
機
商
人
に
堕
し
て
い
っ
た
。
一
八
四
二
年
英
清
間
南
京
条
約
第
五

条
に
よ
り
、
外
国
貿
易
独
占
機
関
の
公
行
＝
の
o
-
y
o
n
g
制
度
の
廃
棄
を
み
て
後
、
成
立
し
た
買
弁
制
度
も
牙
行
の
変
型
的
発
展
を

み
た
も
の
で
も
あ
っ
た
し
、
日
本
で
は
漸
く
「
銀
行
」
の
名
称
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。

　
郊
の
名
称
＝
広
肇
偕
で
は
都
市
の
中
間
商
人
に
「
行
」
の
名
称
が
慣
用
さ
れ
る
が
、
福
建
偕
、
な
い
し
は
潮
州
偕
で
は
、
行
に
代

え
る
に
「
郊
」
＝
}
{
a
o
の
名
称
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
戦
前
本
国
の
厦
門
に
お
け
る
「
厦
門
十
途
郊
」
、
「
寧
波
郊
」

　
（
五
穀
行
）
、
「
厦
門
北
郊
」
、
「
台
湾
郊
」
等
、
今
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
福
建
祭
の
「
安
南
郊
」
、
「
爪
哇
郊
」
、
潮
州
帑
で

は
「
醤
園
・
金
菓
・
香
汕
三
郊
連
合
会
」
、
「
星
洲
暹
郊
公
会
」
、
「
西
勢
郊
」
、
「
海
嶼
郊
」
等
が
そ
の
目
立
っ
た
存
在
で
あ
る
。

　
何
故
に
、
福
建
・
潮
州
偕
の
場
合
に
は
、
と
く
に
「
郊
」
の
名
称
を
使
用
す
る
の
か
。
右
に
つ
い
て
の
見
解
を
冗
説
的
で
あ
る

が
、
述
べ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
一
般
に
、
中
国
人
の
自
然
・
宇
宙
に
対
す
る
起
源
的
観
念
に
二
元
主
義
が
支
配
し
い
る
だ
け
で
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は
な
く
、
そ
の
知
的
表
現
、
言
語
に
お
け
る
対
句
法
、
工
芸
に
お
け
る
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
も
二
元
主
義
が
支
配
し
て
い
る
。
卑
近
な

例
証
で
は
、
北
京
城
外
の
天
壇
・
地
壇
、
新
中
国
の
新
民
主
主
義
経
済
段
階
に
お
け
る
「
公
私
兼
顧
・
労
資
両
利
」
の
ご
と
き
ス
ロ

ー
ガ
ン
、
部
屋
の
椅
子
を
ど
の
よ
う
に
乱
雑
に
配
置
し
て
お
い
て
も
、
中
国
人
掃
除
婦
達
は
常
に
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
に
配
置
整
頓
し

て
い
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
人
思
想
の
う
ち
に
普
遍
的
な
二
元
主
義
は
起
源
的
に
は
「
天
」
・
「
地
」
が
宇
宙
を
創
生
し
た
父
母
、
す
な
わ

ち
「
惟
み
る
に
天
地
は
万
物
の
父
母
な
り
。
」
（
書
経
・
周
書
・
泰
誓
上
）
　
の
観
念
に
ま
で
遡
り
え
ら
れ
る
。
「
郊
」
の
名
称
も
ま
た

こ
の
自
然
崇
拝
に
起
源
す
る
二
元
主
義
の
産
物
と
さ
え
み
ら
れ
が
。
以
下
、
右
に
関
し
て
の
私
見
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　
潮
州
人
は
今
日
広
東
省
に
所
属
し
て
い
る
が
、
言
語
的
・
習
俗
的
、
さ
ら
に
社
会
経
済
的
に
も
隣
接
の
福
建
堺
の
そ
れ
に
近
似
し

て
俗
に
福
他
=
H
o
k
l
o
s
と
さ
え
呼
称
さ
れ
、
潮
州
人
も
福
建
人
と
同
様
に
「
郊
」
の
名
称
を
慣
用
す
る
。
福
建
人
や
潮
州
人
は
同

姓
村
落
を
「
社
」
と
呼
称
し
、
そ
の
進
出
先
の
国
内
諸
都
市
、
さ
ら
に
海
外
の
諸
都
市
に
お
い
て
も
「
社
」
の
名
称
の
も
と
に
一
姓

の
村
落
団
体
＝
ペ
ﾖ
a
g
e
8
m
m
u
n
-
t
y
を
組
織
す
る
場
合
が
少
く
な
い
。
海
外
に
お
け
る
そ
の
顕
著
な
今
日
の
例
と
し
て
は
、
西
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
　
　
　
し
ん
か
ん
ｔ
や
れ
お
ん
さ
ん
と
ん
　
え
お
　
　
　
は
あ
や
ん
Ｌ
や
ち
て
く

レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
ヘ
進
出
し
た
福
建
省
海
澄
県
出
身
の
一
姓
村
落
団
体
と
し
て
、
邱
氏
の
新
江
社
龍
山
堂
、
楊
氏
の
震
揚
社
植
徳

堂
、
林
氏
の
林
泉
社
九
龍
堂
、
謝
氏
の
鰲
冠
社
世
徳
堂
等
の
「
社
」
が
林
立
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
福
建
偕
の
領
袖
の
陳
嘉

庚
、
そ
の
族
弟
の
陳
六
使
の
何
れ
も
は
福
建
省
同
安
県
の
集
美
社
（
陳
姓
村
落
）
の
出
身
で
も
あ
っ
た
。

　
右
の
ご
と
く
、
出
先
の
諸
都
市
に
も
「
社
」
を
組
織
す
る
が
、
他
面
同
時
に
前
述
の
「
行
」
を
福
建
・
潮
州
系
の
場
合
に
と
く
に

　
「
郊
」
と
呼
称
し
た
の
は
、
上
述
の
二
元
主
義
の
立
場
か
ら
土
地
を
祭
る
「
社
」
に
対
し
て
、
天
な
い
し
は
日
を
祭
る
「
郊
」
、
す

な
わ
ち
天
地
の
祭
り
を
す
る
「
郊
社
」
の
二
元
主
義
的
呼
称
を
採
用
し
、
都
市
に
林
立
す
る
同
姓
村
落
団
体
の
「
社
」
に
対
し
、
同
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じ
く
街
路
に
立
ち
な
ら
ぶ
都
市
中
間
商
人
の
中
核
体
の
商
店
と
、
そ
の
組
合
を
「
郊
」
と
呼
称
し
、
相
対
置
せ
し
め
る
風
習
が
い
つ

の
ま
に
か
に
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
進
出
し
た
広
東
省
西
南
部
方
面
の
六
邑
集
団
の
郷
里
に
つ
い
て
は
、
本
稿
白
（
本
誌
第
二
十
二
号
所
載
）
の

う
ち
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
福
建
省
の
場
合
と
同
様
、
同
姓
村
落
団
体
が
遍
在
し
て
い
る
が
、
「
社
」
と
は
呼
称
し
な
い
で
「
村
」

名
を
一
般
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
福
建
籾
の
ご
と
く
「
郊
社
」
の
二
元
主
義
対
的
置
法
と
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
「
行
」
と
「
郊
」
と
は
名
称
は
相
違
し
て
も
、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
か
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
力
州
華
僑
経
済
の
変
遷
＝
こ
こ
で
、
迂
廻
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
華
僑
経
済
の
変
遷
の
経
過
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

　
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
へ
の
華
僑
の
進
出
は
、
そ
の
初
期
に
は
金
鉱
山
採
掘
労
働
者
と
し
て
で
あ
っ
て
、
四

邑
系
に
鶴
山
・
赤
渓
の
両
県
を
ふ
く
め
た
六
邑
系
と
、
三
邑
系
の
集
団
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
台
山
県
を
ふ
く
む
四
邑
集
団
が
当
時

か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。
一
八
四
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
初
期
の
金
鉱
山
採
堀
も
州
政
府
の

免
許
税
政
策
に
よ
り
一
八
七
〇
年
頃
に
な
る
と
し
め
だ
さ
れ
る
。
第
二
期
に
は
農
業
・
鉄
道
建
設
・
製
材
・
園
芸
・
生
果
収
穫
、
さ

ら
に
都
市
に
お
け
る
洗
濯
・
製
靴
・
羊
毛
糸
髪
製
造
・
葉
巻
製
造
・
仕
立
業
等
の
方
面
に
進
出
し
、
第
１
表
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る

通
り
、
労
働
組
合
主
義
者
の
流
れ
を
汲
む
白
人
労
働
者
達
と
競
争
関
係
に
は
い
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
第
二
期
の
頃
か
ら
三
邑
系
は
資

本
家
集
団
、
六
邑
系
は
労
働
者
集
団
と
し
て
の
対
立
が
生
じ
始
め
て
い
た
。

　
第
１
表
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
〇
年
当
時
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
四
大
工
業
の
労
働
者
は
、
国
内
出
生
の
ア
メ
リ
カ
人
は
な
お
少

く
、
大
部
分
は
外
国
人
労
働
者
で
あ
っ
て
、
中
国
人
も
っ
と
も
多
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
が
そ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
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　　　　　第１表　特定製造業における被雇用者

（年令・性別・出身国）サンフランシスコ，1870年アメリカ人口調査

　
右
の
四
大
工
業
は
何
れ
も
な
お
械
械
設
備

は
十
分
で
な
い
労
働
集
約
的
生
産
方
法
に
よ

っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
中
国
人
労
働
者
の

支
配
し
て
い
た
の
は
製
靴
業
・
製
煙
業
・
毛
織

業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
業
で
、
中
国
人

労
働
者
と
も
っ
と
も
は
げ
し
く
対
立
し
た
の

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
労
働
者
で
あ
っ
た
。
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
キ
ア
ー
ニ
ー
＝
D
Q
n
o
r

}
{
6
a
r
g
y
（
1
8
4
7
-
1
9
0
7
）
を
指
導
者
と
し

て
、
一
八
七
七
年
の
砂
地
暴
動
＝
汐
n
d
‘

}
o
t
y
吼
t
匹
o
n
で
中
国
人
労
働
者
し
め
だ

し
の
キ
ア
ー
ニ
イ
ズ
ム
は
そ
の
頂
点
に
達
し

て
い
た
。
製
靴
業
で
排
華
運
動
を
推
進
し
た

労
働
組
合
は
’
　
"
t
h
e

K
n
i
g
h
t
s

o
f
S
t
.

C
r
-

i
s
p
i
n
"
で
あ
っ
た
。
製
煙
業
で
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
白
人
労
働
連
盟
=
t
h
e

W
h
i
t
e

L
a
ざ
o
r
L
e
品
¢
e
o
f
{
い
a
}
{
f
R
n
F

で
あ
っ
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た
。
一
八
八
二
年
の
排
華
法
＝
t
F
の
E
n
e
s
e

E
x
c
l
u
s
i
o
n
L
a
w
の
公
布
後
は
、
中
国
人
労
働
者
の
し
め
だ
し
は
効
果
を
奏
し
て
い

　
　
　
　
ｉ
　
、
、
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

っ
た
。
毛
織
物
業
に
つ
い
て
は
東
部
の
そ
れ
と
の
競
争
の
も
と
に
、
一
九
世
紀
末
に
は
後
退
消
滅
し
て
い
っ
て
い
る
。

　
鉱
山
・
鉄
道
建
設
か
ら
の
し
め
だ
し
、
さ
ら
に
一
八
七
〇
～
八
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
右
の
三
大
工
業
に
お
け
る
工
場
労

働
者
と
し
て
の
足
場
も
、
白
人
労
働
者
の
組
織
的
抵
抗
と
、
東
部
諸
工
業
の
競
争
的
進
出
の
ま
え
に
喪
失
し
て
い
っ
た
。
第
三
期
に

は
中
国
人
労
働
者
達
の
大
部
分
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
グ
ラ
ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
方
面
へ
集
中
移
動
し
、
今
日
の
唐
人
街
を

形
成
し
始
め
た
。
そ
の
一
部
は
強
硬
な
排
華
政
策
に
影
響
さ
れ
て
本
国
へ
帰
還
し
て
い
っ
た
。
残
留
し
た
多
く
の
独
身
の
失
業
者
達

は
、
白
人
労
働
者
と
は
非
競
争
的
な
中
国
人
特
有
の
伝
統
的
職
業
の
分
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。
ホ
テ
ル
・
食
堂
・
富
裕
家
庭
の
コ

ッ
ク
か
ら
家
事
使
用
人
・
洗
濯
・
疏
菜
・
園
芸
・
行
商
人
等
の
卑
俗
な
職
業
分
野
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
賃
金
収
入
は
一
九
世
紀
か
ら

本
世
紀
初
頭
に
か
け
て
二
倍
の
増
加
を
み
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
分
散
的
な
職
業
の
未
組
織
労
働
者
を
組
織
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
既
述
の
堂
会
＝
､
一
｢
o
n
9
で
あ
っ
た
。
前
期
的
な
秘

密
結
社
組
織
で
仲
間
の
相
互
救
済
と
勢
力
範
囲
の
保
全
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
堂
会
同
志
の
械
斗
＝

i
o
n
e

w
a
r
が
い
く
た
び

か
唐
人
街
で
展
開
さ
れ
た
が
、
も
っ
と
も
は
げ
し
い
堂
斗
は
一
八
九
〇
年
四
邑
系
労
働
者
集
団
と
三
邑
系
資
本
家
集
団
と
の
そ
れ
で

あ
っ
た
。
三
邑
系
は
時
を
同
じ
く
し
て
前
述
の
ご
と
く
「
中
華
総
商
会
」
の
前
身
を
組
織
し
て
い
た
。
三
邑
系
が
貿
易
商
や
雑
貨
商

等
の
商
人
資
本
的
進
出
を
と
げ
て
ゆ
く
一
方
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
四
邑
系
と
赤
渓
県
（
客
家
）
、
と
鶴
山
県
の
二
邑
、
あ
わ
せ
て
六
邑

系
の
労
働
者
集
団
は
下
位
的
職
業
分
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
。

　
庭
師
・
牛
乳
配
達
・
ご
み
運
び
か
ら
広
東
人
の
伝
統
的
職
業
の
洗
濯
・
料
理
・
理
髪
・
こ
え
び
漁
業
、
ひ
い
て
は
賭
館
・
煙
館

（
阿
片
吸
飲
）
等
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。
な
か
で
も
、
ハ
ン
ド
・
ク
リ
ー
こ
ン
グ
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
過
去
の
ス
ペ
イ
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第２表　カリフォルニア州某地区の中国人の職業（1904年度）

ン
支
配
の
時
期
を
す
ぎ
て
、
東
部
か
ら
の
白
人
進
出

を
み
る
と
と
も
に
、
生
活
態
様
も
一
変
し
て
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
が
多
忙
を
き
わ
め
だ
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
洗
濯
業
者
達
は
す
で
に
光
緒
初
年
（
一

八
七
五
年
）
に
は
必
剛
o
n
g
}
{
o
n
g
､
{
.
o
n
g
″
（
広
鴻

堂
）
を
組
織
し
て
い
た
。
入
会
金
は
一
〇
ド
ル
で
あ

っ
て
、
堂
の
免
許
な
く
し
て
開
設
の
自
由
は
な
か
っ

た
。
違
反
す
る
場
合
に
は
血
を
も
っ
て
粛
清
さ
れ

た
。
な
お
、
今
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
洗
衣
行

は
東
慶
堂
＝
D
u
n
g
一
万
}
一
{
n
g
L
a
u
n
d
r
M
μ
s
s
o
c
{
a
t
{
o
n

と
呼
称
し
て
い
る
。
ハ
ン
ド
・
ラ
ウ
ン
ド
ウ
リ
ー
は

別
に
華
人
衣
館
工
会
＝
の
r
μ
e
s
{
w
}
{
a
n
d
L
a
に
n
d
r
y

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
を
組
織
し
て
い
る
。

　
当
時
の
白
人
労
働
者
と
は
非
競
争
的
な
低
位
の
雑

業
職
種
の
統
計
に
つ
い
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
自

体
の
も
の
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
ク
ー
リ
ッ
ヂ

＝
M
a
r
y

R
o
b
e
r
t
s

C
o
o
l
i
d
g
e
が
引
用
し
て
い
る
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第３表　アメリカ職業別人口数

　(1920年度アメリカ人口調査)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
オ
州
の
某
地
区
の
統
計
を
明
ら
か
に
す
れ

ば
、
第
２
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
小
地
区
で
の
計
四
三
一
人
の
う
ち
、
女
子
は
僅

か
に
七
名
で
、
成
人
男
子
の
平
均
年
令
は
四
五
才
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
手
職
的
な
雑
業
種
の
う
ち
、
こ
こ
で
も
洗
濯

屋
が
最
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
後
年
の
一
九
二
〇
年
度
の
ア
メ
リ
カ
人
口
調
査

に
お
け
る
在
米
の
全
人
種
と
華
僑
の
職
業
別
人
口
数
は
、
第

３
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
３
表
に
よ
る
と
、
「
全
人
種
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
位

「
製
造
業
・
機
械
工
業
」
、
第
二
位
「
農
業
・
森
林
・
家
畜
飼

育
」
、
第
三
位
「
商
業
」
、
第
四
位
「
家
事
・
人
的
サ
ー
ビ
ス

業
」
の
順
位
で
あ
る
が
、
華
僑
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
完
全

に
全
人
種
の
場
合
と
は
逆
立
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
華
僑
が

い
か
に
白
人
と
は
非
競
争
的
な
部
門
に
進
出
し
て
い
っ
た
か

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
次
に
、
同
年
度
の
右
の
四
部
門
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
に
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第４表　農業・森林・家畜飼育部門における華僑人口数

　　　　　　　(1920年度アメリカ人口調査)

お
け
る
華
僑
人
口
数
（
一
九
二
〇
年
度
ア
メ
リ
カ
人
口
調
査
に
ょ
る
）
を
部
門

別
に
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
第
４
～
７
表
の
通
り
と
な
る
。

　
以
上
の
第
４
～
７
表
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
現
在
に
お
け
る
ア
メ
リ

カ
全
土
の
中
国
人
経
済
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
い
て
低
位
な
競
争
的
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
補
完
的
関
係
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
三
藩
市
唐
人
街
に
関
連
す
る
も
の
は
、
主

と
し
て
第
５
・
６
・
７
表
で
あ
っ
て
、
第
４
表
の
「
農
業
・
森
林
・
家
畜

飼
育
」
部
門
は
都
市
外
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
問
題
外
と
し
よ
う
。

　
第
５
表
で
も
、
建
築
・
魚
類
保
蔵
包
装
・
果
実
疏
菜
罐
詰
・
自
動
車
・

鉄
道
工
場
・
製
鋼
所
・
製
材
工
場
・
鉄
鋼
業
関
係
労
働
者
・
半
熟
練
工
は

唐
人
街
と
は
ほ
ぼ
無
関
係
と
み
な
し
う
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
そ
の
他
の

大
工
・
植
字
工
・
製
衣
業
・
製
靴
業
・
靴
直
し
・
洋
服
仕
立
等
の
多
少
と

も
手
職
的
な
部
門
は
、
唐
人
街
と
の
関
連
性
が
少
く
な
い
も
の
と
み
ら
れ

う
る
。
第
６
・
７
表
の
各
部
門
は
唐
人
街
と
の
直
接
的
関
連
性
が
把
捉
さ

れ
う
る
。
人
口
数
的
に
も
、
第
７
表
の
「
家
事
・
人
的
サ
ー
ビ
ス
」
部
門

が
第
３
表
に
み
ら
れ
る
通
り
、
全
有
職
人
口
数
の
五
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

第
６
表
の
「
商
業
」
部
門
が
一
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
唐
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第６表　商業部門における　　　第５表　製造業・機械工業における

　　　　華僑人口数　　　　　　　　　　華僑人口数

　　（1920年度アメリカ人口調査）　　　　　（1920年度アメリカ人口調査）
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第７表　家事・人的サービス部門に

　　　　おける華僑人口数

　　　　(1920年度アメリカ人口調査)

人
街
有
職
人
口
を
構
成
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
両
部
門
が
同
時
に
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
鉱
山
・
農
場
・
鉄
道
建
設
・
工
場
等
の
労
働
か
ら
し
め
だ
さ
れ
た
苦
力
達
、
奴
隷
的
身
分
の
前
借
に
よ
る
契
約

労
働
者
は
、
白
人
労
働
者
と
非
競
争
的
な
分
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
前
諸
表
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
初
期
の
不
熟
練

労
働
者
、
な
い
し
は
手
職
労
働
者
的
地
位
か
ら
、
漸
次
業
主
的
、
商
人
的
地
位
へ
向
上
し
、
併
行
し
て
手
職
的
か
ら
機
械
の
使
用
へ

と
移
行
し
て
い
っ
た
。

　
手
職
の
う
ち
も
っ
と
も
優
位
を
占
め
た
の
は
第
７
表
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
洗
濯
工
と
洗
濯
業
者
で
あ
っ
て
、
た
た
き
洗

濯
＝
r
n
d
r
u
n
d
r
y
か
ら
、
機
械
洗
濯
も
出
現
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
洗
濯
業
者
達
は
、
一
八
七
五

年
当
時
に
は
既
述
の
通
り
}
{
l
o
n
g
}
{
o
n
g
H
o
n
g
＝
広
鴻
堂
を
組
織
し
て
い
た
。
一
九
一
三
年
度
の
「
万
国
寄
信
便
覧
」
＝
H
n
t
l
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e
r
n
匹
o
n
a
}
の
巴
n
e
･
e
B
u
s
i
n
e
s
s
D
‘
r
e
c
t
o
r
M
o
f
t
h
e

W
o
r
l
d
｡
　
　
１
９
１
３
｡
　
　
　
Ｓ
.
　
Ｆ
.
　
に
は
そ
の
堂
名
は
「
東
慶
堂
会
所
」
＝
H
u
n
g

}
{
‘
n
g
､

1 1
『
o
n
g
b
o
c
i
e
t
y
（
１
８
H
r
e
n
t
o
n
t
}
a
Q
e
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
名
も
「
東
慶
堂
」
＝
D
u
n
g

H
i
n
g
L
a
u
n
d
r
x
y
s
s
o
ｊ

c
i
a
t
{
o
n
と
し
て
ウ
ェ
ー
バ
リ
ー
広
場
＝
3
6
1
a
g
r
l
y

P
l
a
c
e
に
現
存
す
る
。
さ
ら
に
、
別
個
に
「
華
人
大
館
工
会
」
＝
の
r
n
e
s
Q

}
{
a
n
d
L
Q
u
n
d
r
x
y
s
s
o
c
{
a
t
‘
o
n
が
ワ
シ
ン
ト
ン
街
に
存
在
し
て
い
る
。
後
者
が
先
の
「
広
鴻
堂
」
の
後
身
で
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。

　
第
７
表
に
よ
れ
ば
、
手
職
で
は
洗
濯
に
つ
い
で
、
伝
統
的
な
郷
土
食
の
料
理
職
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
唐
人
街
で
支

配
的
な
手
職
、
な
い
し
は
半
熟
練
労
働
者
達
は
何
れ
も
四
邑
、
も
し
く
は
広
義
の
六
邑
集
団
で
あ
っ
て
、
商
人
的
な
三
邑
集
団
を
主

体
と
す
る
中
華
総
商
会
に
は
参
加
し
な
い
で
、
中
華
総
会
館
を
上
位
団
体
と
し
て
統
轄
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
唐
人

街
で
は
六
邑
系
の
中
国
伝
統
の
手
職
的
労
働
者
集
団
が
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
三
邑
系
の
初
期
の
輸
入
業
者
を
主
体
と
し
た
中
華
総
商

会
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
立
場
に
お
し
こ
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
資
本
家
集
団
と
し
て
の
三
邑
系
と
、
労
働
者
集
団
の
六
邑
系
と

の
間
に
縦
の
家
父
長
制
的
支
配
関
係
が
成
立
し
え
な
い
で
、
中
華
総
商
会
の
無
力
化
を
導
い
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
華
総
商

会
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
資
本
家
集
団
と
労
働
者
集
団
と
の
間
に
な
お
縦
の
偕
派
的
連
帯
関
係
、
た
と
え
ば
福
建
偕
領
袖
の
陳
六
使

＝
T
a
n
L
a
r
k
∽
y
e
　
（
福
建
省
同
安
県
集
美
社
出
身
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
中
華
総
商
会
名
誉
会
長
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
福
建
会
館
主
席
、
益
和
ゴ
ム
有

限
公
同
董
事
長
、
１
８
９
７
―
）
と
、
左
翼
労
働
者
政
党
の
社
会
主
義
戦
線
＝
図
a
r
‘
s
a
n
S
o
s
i
a
l
i
s
と
の
連
携
の
ご
と
き
、
政
治
的
に
大
き

な
影
響
力
を
も
つ
傾
向
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
場
合
に
は
み
ら
れ
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
む
し
ろ
労
働
者
集
団
そ
れ

自
体
の
派
生
的
結
社
と
し
て
の
「
堂
会
」
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
前
節
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
中
華
総
商
会
無
力
化
を
導
い
て
い
る
大
き
な
要
因
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
み
て
か

ら
、
本
国
の
郷
士
経
済
と
の
緊
密
な
連
関
性
の
喪
失
を
み
た
こ
と
で
あ
る
。
華
僑
経
済
は
郷
土
経
済
を
主
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
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た
だ
け
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。
郷
土
色
を
豊
か
に
し
て
立
ち
あ
が
っ
て
き
て
い
た
唐
人
街
経
済
の
下
降
的
傾
向
を
促
進
せ
し

め
た
。
本
国
の
金
銀
玉
石
細
工
・
陶
磁
器
・
骨
董
品
・
家
具
類
・
乾
物
等
の
過
去
の
唐
人
街
い
ろ
ど
っ
て
い
た
郷
土
商
品
他
入
の
後

退
は
、
唐
人
街
経
済
の
実
体
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
他
方
、
本
国
貿
易
と
の
仲
継
港
と
し
て
の
香
港
に
は
、
ア
メ
リ
カ
（
旧

金
山
）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
新
金
山
）
へ
の
本
国
商
品
の
仲
継
貿
易
商
と
し
て
の
「
金
山
庄
行
」
が
あ
っ
て
、
戦
前
の
香
港
五
十
五

行
の
筆
頭
と
し
て
有
力
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
同
様
に
そ
の
勢
力
の
後
退
を
み
て
い
る
。

　
最
近
の
業
種
別
構
造
＝
前
述
し
た
通
り
初
期
の
免
許
税
制
に
よ
る
金
鉱
山
採
堀
か
ら
の
し
め
だ
し
、
そ
の
後
開
拓
し
た
製
靴
業
・

製
煙
業
・
毛
織
物
業
の
新
規
産
業
に
お
け
る
白
人
労
働
者
側
か
ら
の
排
斤
と
、
東
部
産
業
進
出
に
よ
る
後
退
、
第
二
次
大
戦
直
前
か

ら
の
郷
土
経
済
と
の
連
関
性
の
喪
失
に
と
も
な
い
、
唐
人
街
経
済
の
実
体
は
大
き
な
変
化
を
み
て
き
た
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
傾
向
は

唐
人
街
経
済
に
も
新
態
様
の
業
種
の
出
現
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
外
貌
を
近
代
化
せ
し
め
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
高
度
資
本
主

義
経
済
の
底
辺
に
お
い
て
漸
く
そ
の
存
続
を
み
て
い
る
。

　
最
近
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
唐
人
街
の
業
種
別
統
計
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
一
九
六
一
年
度
の
「
三
藩
市
華
埠
商
業
電
話
小

冊
」
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
業
種
の
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
、
業
種
別
統
計
を
作
成
す
れ
ば
、
第
８
表
の
通
り
で
あ

る
。
右
は
正
確
な
統
計
で
は
な
い
が
、
最
近
の
唐
人
街
経
済
の
外
貌
に
つ
い
て
の
見
当
を
つ
け
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
第
８
表
は
業
種
を
明
ら
か
に
し
う
る
も
の
の
み
を
摘
出
し
て
の
不
完
全
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
な
お
洗
濯
業
三
五
家
、
理
髪
・

美
容
二
三
家
、
衣
服
関
係
三
六
家
、
飲
食
・
食
料
品
関
係
九
八
家
等
、
伝
統
的
職
種
が
支
配
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
場
合
に
も
飲
食
・
食
料
品
関
係
で
は
、
魚
類
・
家
禽
等
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
一
四
家
、
デ
リ
カ
ッ
テ
セ
ン
・
べ
ー
カ
リ
ー

等
が
あ
り
、
そ
の
態
様
の
近
代
化
、
も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
近
代
化
の
傾
向
は
そ
の
他
の
部
門
に
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第８表　三藩市唐人街業種別統計（1961年度）

三藩市華埠商業電話小冊（1961年度）により作成。
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も
う
か
が
わ
れ
る
。
観
光
業
の
ツ
ー
リ
ス
ト
、
自
動
車
関
係
の
ガ
レ
ー
ヂ
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
西
医
と
薬
房
、
自
由
職
業
と
し

て
の
弁
護
士
・
会
計
士
、
そ
の
ほ
か
の
近
代
的
保
険
業
の
浸
透
等
で
あ
る
。
華
僑
社
会
に
は
伝
統
的
に
生
命
保
険
・
失
業
保
険
、
時

と
し
て
火
災
保
険
等
に
つ
い
て
も
ギ
ル
ド
保
険
が
普
及
し
、
多
く
の
団
体
に
は
互
助
会
・
同
済
会
等
が
附
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
第
８
表
で
の
保
険
代
理
店
二
一
家
を
算
す
る
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
唐
人
街
で
は
漸
く
近
代
的
保
険
が
仲
間
的
相

互
保
険
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
ゆ
く
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
華
僑
団
体
の
相
互
保
険
の
一
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
東
安
会
館
互
助
会
」
の
場
合
は
、
各
会
員
は
月
捐
一
元

を
納
付
し
、
会
員
死
亡
の
と
き
は
ま
ず
一
〇
○
元
を
支
給
し
、
後
三
ヵ
月
期
間
の
決
算
で
月
捐
総
額
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
当
該
期

間
内
の
死
亡
者
数
に
応
じ
て
平
均
分
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
葉
氏
同
済
会
の
場
合
は
月
捐
二
元
、
死
亡
の
場
合
は
、
ま
ず
普
通
同
済
金
二
二
〇
元
を
渡
し
、
後
五
ヵ
月
決
算

で
普
通
同
済
金
を
除
い
た
残
額
の
特
別
同
済
金
が
、
五
ヵ
年
間
納
付
の
も
に
の
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
ヵ
年
も
の
に
は
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
、
七
ヵ
年
の
も
の
に
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
以
上
一
ヵ
年
毎
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
加
算
し
て
平
均
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
互
助
組
織
と
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
説
の
機
会
を
も
つ
こ
と
と
す
る
。

　
同
様
の
方
法
は
東
南
ア
ジ
ア
各
域
域
の
多
く
の
華
僑
団
体
に
共
通
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
生
く
る
も
死
す
る
も
仲
間
と
と
も
に

す
る
、
こ
の
互
助
会
組
織
は
広
肇
偕
関
係
で
は
と
く
に
発
達
し
て
い
る
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
場
合
に
つ
い
て
は
近
代
的
保
険

と
交
代
の
傾
向
が
明
ら
に
さ
れ
る
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
第
８
表
に
よ
る
最
近
の
三
藩
市
唐
人
街
の
経
済
構
造
は
六
邑
系
の
手
職
的
技
術
、
た
と
え
ば
洗
濯
・
理
髪
・
製

衣
・
料
理
の
ほ
か
家
事
的
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
上
に
商
人
資
本
的
な
三
邑
系
が
少
数
で
は
あ
る
が
、
上
位
を
占
め
、
そ
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れ
に
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
新
規
の
小
規
模
諸
事
業
が
附
加
さ
れ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
郷
土
色
の
豊
か
な
手
職
的
技
術
の
支

配
的
な
こ
と
は
広
肇
偕
の
特
性
で
あ
っ
て
、
他
の
福
建
偕
の
海
上
商
人
的
特
性
の
ご
と
き
と
は
、
明
確
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
浮
び
あ

が
ら
せ
て
い
る
。
華
僑
の
出
先
諸
国
、
こ
と
に
東
南
ア
ジ
ア
の
開
発
途
上
諸
国
で
、
福
建
偕
よ
り
も
広
肇
偕
が
歓
迎
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
中
国
色
の
濃
い
手
職
的
技
術
が
、
現
地
経
済
の
多
様
化
に
少
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
が
、
他
面
各
集
団
の
人
的
結
合
関
係
の
制
約
を
は
ず
し
て
、
近
代
的
株
式
資
本
の
成
立
を
み
る
に
い
た
ら
し
め
な
い
点
に
お
い

て
、
近
代
化
の
外
貌
を
呈
示
し
て
い
て
も
、
な
お
前
期
的
資
本
の
域
を
脱
し
な
い
。
ア
メ
リ
カ
高
度
資
本
主
義
経
済
の
底
辺
に
お
い

て
白
人
労
働
者
達
と
は
非
競
争
的
分
野
で
、
今
日
の
唐
人
街
は
漸
く
観
光
の
メ
ッ
カ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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印
金
山
庄
行
、
㈲
参
茸
行
（
薬
材
）
、
㈲
南
北
行
（
主
と
し
て
米
穀
取
扱
）
、
匈
樟
木
行
、
㈲
織
造
行
、
㈲
茶
葉
行
、
哨
洋
貨
行
、
㈲
新
旧

鋼
鉄
行
、
㈲
電
器
行
、
�
牛
皮
行
、
�
沙
籐
行
、
図
上
海
庄
行
、
叫
出
入
口
荘
、
�
銀
行
・
銀
業
、
叫
燕
梳
行
（
保
険
業
）
、
�
蚕
頭
行
、

㈲
輪
船
行
、
帥
柴
炭
行
、
図
煤
炭
行
、
�
集
木
行
、
卸
橿
香
行
、
匈
五
行
商
行
（
酒
楼
・
茶
楼
・
餐
室
・
飯
店
・
茶
店
）
、
叫
塩
魚
欄
行
、

匈
果
菜
行
、
叫
醤
果
行
、
叫
客
桟
行
、
匈
銀
旅
行
、
叫
米
業
行
、
叫
猪
肉
行
、
匈
鶏
鴨
行
、
匈
造
鞋
行
、
匈
生
油
行
、
匈
洋
服
行
、
叫
印
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刷
行
、
叫
紙
料
行
、
匈
機
器
行
、
匈
建
造
行
、
叫
造
船
行
、
帥
首
飾
行
、
帥
当
押
行
（
質
商
）
、
㈲
缶
頭
行
、
帥
化
装
品
行
、
㈲
膠
鞋
行

（
ゴ
ム
靴
）
、
㈲
陶
器
行
、
㈲
爆
竹
行
、
帥
製
漆
行
、
㈲
塩
業
行
、
㈲
脂
粉
行
、
㈲
麻
色
行
、
紬
西
菜
行
、
（
以
下
不
回
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）
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